カリキュラム開発「学習力を育む学外実習のための実習要項の作成」 by 小林 よしみ
























































































































  1  ．病院には、どのような職種の人たちが協働しているのか見学し、説明を聞くことで、それ
ぞれの役割に気付き、保健医療チームの中でのメディカル秘書の役割を主体的に探求してい
けるようにする。
  2  ．入院している患者の療養環境を見て、入院患者の療養環境に関心を寄せ、入院患者さんの
事務的手続きについて学ぶ。














































































































































































































    実習評価表（指導者評価）     
                            
学籍番号：      氏名： 
  A B C D 
１．病院の組織について記述できる。     
２．各事務部門の主たる役割を述べることができる。   
３．接遇の基礎を用いて患者対応できる。   
４．患者の状況に応じたコミュニケーションの方法が選択できる。   
５．患者の言動を確認しながら対応できる。   
６．患者に必要時、自分から声をかけることができる。   
７．初診受付ができる。   
８．再診・再来受付ができる。   







10．プライバシーを尊重することができる。   
１．積極的に自分の考えを述べることができる。   
２．責任ある行動がとれる。   
３．時間や約束を守ることができる。   
４．報告・記録ができる。   
実習態度
 
５．積極的に実習に臨むことができる。   
評価基準     A：指導を受けた内容を活用し実施できる。  
         B：指導を受けた内容を理解し実施できる。 
         C：指導を受けた内容がほぼ実施できる。 
         D：指導を受けても実施が困難である。 













                       施設名                      
                       指導者氏名                         印 
小林よしみ　■
65
    実習評価表（自己評価）     
                実習施設名   
学籍番号：      氏名： 
  A B C D 
１．病院の組織について記述できる。     
２．各事務部門の主たる役割を述べることができる。   
３．接遇の基礎を用いて患者対応できる。   
４．患者の状況に応じたコミュニケーションの方法が選択できる。   
５．患者の言動を確認しながら対応できる。   
６．患者に必要時、自分から声をかけることができる。   
７．初診受付ができる。   
８．再診・再来受付ができる。   







10．プライバシーを尊重することができる。   
１．積極的に自分の考えを述べることができる。   
２．責任ある行動がとれる。   
３．時間や約束を守ることができる。   
４．報告・記録ができる。   
実習態度
 
５．積極的に実習に臨むことができる。   
評価基準     A：指導を受けた内容を活用し実施できる。  
         B：指導を受けた内容を理解し実施できる。 
         C：指導を受けた内容をほぼ実施できる。 
         D：指導を受けても実施が困難である。 













                                              
                        
